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の生活に生きていくようにするJ(文部科学省， 2008， p. 9) ことや， r自分自身

















































































































No 性別 主重理笠由l三盟主る質問 内容E j丙資蓉者否の分「奇析哀好嫌 もっとも大切だと思うこと どのように学んだか 写真
遠パ野スが!まか多いんのこうですきるを人つのけ慈ようや
まがりかどではいちどとまって
教織る写科され真惑てiこい掲1 女 A あんぜんにあるくこと たしかゅうめいてす、せまいに道学iまび一ま列し 社会 安全 通学路
と思っTこから でち るようT二
2 男 B 給食センヲーの見学 毎日の食べものを作ってくれ はたらく」との大切さを学びま カッパぶち 社会 人々 学働校く人でるから。 しTニ。
地主へ誌んのな人とときふにれもあたうすこけとでた 地繊の3 女 日 地域の人とふれあう い てもら 社会 人々
えるかもしれなし、から 人
B I!い獲こ野と市l立音ぱなしなどがおお ぞ!まくぶつかんには菅筏、ぞのうえがい4 女 多ういでかとらうの市のえし 学校のまちたんけんなど カッI\..S~ち 社会 地主草 地域
5 男 B みりよくを学ぶ みりょくを学べばちしきが広が 歴史 かっIt，S;ち 社会 地織 地滋る
6 女 B 八まんじんじゃの神線 八まんじんじゃの神織のお祭 選定で行った 八まんじん 社会 地織 地滋りなどを毎年しているから じゃ
7 女 B 八まん神じゃの神機
ポ毎おるか祭イ年すらり、八をてしまでてん地い神いるきじかゃがらのき神械の 遠足で行ったことがある 八まん衿じゃ 社会 地域 地織
8 女 A ポイすてしない たなくな ごみは家にもちかえる 水準 社会 公共 公共物
9 努 A 野菜づくり 野料菜なのl主で体大の切綴だ子とを患鐙うえ。る食 学をり食つ校べくのっま郊たしで。たそさ。つれまをい家もへや持トちマ織ト学校の畑 社会 生産 緩物
10 男 A 生もス活1:こJ必fー要はなと衣く食に住大の事中だでと 食べることが大著書だから 仕うてスにの-入並マJれtべナーかるーでらこな誌おとど庖をやをきにお実き更客さまやにしす、対にたいしよキクコー スト 社会 消費 地働域く人で
思います。 ア
あまりよくおiまえていないけ 自分も大人になったら働くか 実り、際箆にを庖関に行って見学した I{也動減く人で111 E号 B どが、あ庖るで。働く人を見学した事 b。 いfこりしTこ。 j苫(アクティ) 社会 消費
12 男 A 食品はん売 生活するため 食べ物はどこからくるかなど アクティー 社会 J高援
昆地域縁.5.，で主の~
そなこい(人かにっおliしiJlえ)についてしら




14 男 B I~事遠野物語jを怒りついでいく がf遠高野齢物の詩人jの語かり部っの方々 物諮語り部Jをの直方接が関時い々た来てf遠野 競習走馬の練 社会 交流 地減が多 た コー ス
なそいれどくこ)(をとふ!るさと村、こ伝もし伝よえう図て わてしすまれうてかしもましっれてなし、かなくなっ15 女 A まかの人i い力、ら このようなしゆるいがある 社会 交流 地域
16 男 B 自然が大切だという事 生えて活く科れでたはか虫らや。花の惑を教 外に出たりして翻ベた。 虫、自然 自然 自然 8然
17 女 日 自然を大切にする y鑓がk物でやき空やな動気く物がなきなるれどかがいらじ生ゃきなるいこと 植ガオ物)の育て方を学んだ(アサ あけび 自然 自然 怠然
181 5号 B 自然を大切にする。 や自植然を物こがわ膏したてなししま、かうとら生できす物。 き)11物にを行綴って、 )1の中に住む生 )1 自然 自然 自然ベた。
19 女 B あさがお 2年生かすんらめたいねそをだもらっていつ まいにち水をあたえる 自然 自然 鑓物しようi てTこから
20 努 B 虫の命のたい切さ 学んな校虫のがぬいまたでかやらったときいろ 覚えてません 自然 自然 動物




















































(児童NO.2)， r野菜は体の調子を整える食料なので大切だと思うJ(児童 No.9)， 































びましたJ(児童 NO.1)， i食べ物はどこからくるかなどJ(~包童 No.12) のよう
に，学習を通して理解した内容を記述している胆答がある。これに対して，他方
は，学習方法に着目した回答である。例えば， i実際に庖に行って見学したり，話















































1 女 A A ゴミについて コが，のSミうかをはゴしかてミ実るごをかさのみもいうでやしよにょうしみ買理たにてい場りし聞すな拾にいるけをおのたす4〈4Lらにかるばれはと勺なきまでらはすおな、金いく 廃棄物
2 男 B 
C ホ ブ工鴻の見学 紳町なか…磁-札た1るt〈お引ム場査てm一かの町もり札つaをの一しt〈しめMょっ酔3てFのなLH即…人いもい悼の弓か3かbFlけ客mんらI生おZ貯し産川-ぃえ8りてγす浩1も4剖bM、司らの7.，っ和みb ョた= 
生互主




~ I ~女 自 A 1::f::'?c9LtJl、 ち亙社ゃ歪会ん亙のと亙学ゴ留ミIt;:にすてる』と 綴棄物B C カッJitz淵z 主文主化E財主7 女 E C カツJ
B 女 A B ホップの大切さ ホップはどのくらい大切か ホップ 生産
9 男 A 1 B めたる自。めがに体もにふがう率じどふゅいう自うす犬な由が人なあいの人るたの 体るが物不だ自か由らでこまっている人を助けて 率いす I也減のし、 人々
10 男 A 1 B 農業
司令生綬同持産象出でと山闘突勺う掛札さがいで、Lに3叫咋f.>-お叩恩米がんっをっちMて作間、るみb体ん三験割吋をナし〉た
iまくぶつ館 生産
1 男 B 1 C 地犠とのつながり 道路 路軽量偲
12 男 A 1 B ホッフ ホッ (教科欝) 生産
13 女 B 1 B 助と思けう会うことが大切だ そうとこ怒にっはたかかつらぱ交番があるので助け会 交立か番って1のいそ近.るうくが池の 絡機関
14 男 B I B 下水処理 下水処理場 飲料水
15 女 A 1 B ホしいップiま遠野のがおい 生産
16 努 B I C 水まりのしむなだいづよかういにすをある ノー トに著書いてやりました }1の虫 飲料水
17 女 B 1 B ちを自生の然くか災らし客したかを生守ら活わるを。たす自しる然た 歴ん土だ地史。のなど人に々つのいくらてし見の学織を子しやなが防ら災学、 いねかりの様子 災警
18 努 B I B 替の人の生活を知る
宝ー:E使…色lらえ甘カ4て々っ篠7て学んな与い山日子ぶ物lユ弓に用を{末すを加行品同捕工っ手木和駅て作の工ま叩為芽すです一Jむ現りJレZつ世去竹よふを，コまなすつlど#し所泊ず}-まかをび
品木、竹説を使っ話て: 生変活化の
19 女 呂 C 食料ぶそく 自分にかんけいあることだから しょ 生産
20 男 B I C )11の漁 ちぎょを育てなきゃない ホッフ畑 生産
21 男 B 1 A 生産
22 男 D 1 A )11 について j生1の活氷にえがいききれょいうかすきるたかならいかで人の }1 環境
23 男 B 1 A ホップ おとなになったらのむから どのようにっていわれても ホップソのコンと』)(J f 生産
24 努 A 1 A 1)11 物}1をがきいたななくなくすっるてとしいままうすんでいる生き ホップ畑 環境
2256E 女 C 1 C 遠とお野のもいのじがんたり 会文化ム財A 1 D 
j:i加;L明ぐ自コでの地Xなミゴん叩闘Lがミし…叫山はのあょのた引同る分〈くら比別さ州しんなっ批ん使ど市喜ど1ι一1も判んム会そしよう人ま」一だにうっれかL時なててらっいしたる討と付きよの
i主主際ぶに2ク企リー&ンζセUン2ヲ左ー
27 女 C I C ゴミについて 実た 1:見学に行っ ゴミ(/¥ソコン) 廃棄物
28 男 B 普のくらし わすれた 教科魯 生変活化の
29 努 A ゴミしよりせいつの勉 社会の時間iこ先生がしゃべっていま 疫棄物
強 しTニ。
30 女 B I B 地図の~ごう
何地千あ図年るのもいZ前Eわごカうら
地図
31 女 C 1 C 普からうけついだ伝統 普そのものをうけついだ物だから 文化財
32 男 A 1 A リサイクル これからごみがふえると思うから 考ご見みえ学をたにへ。いらっすたi、はどうすればいいか 教科務 廃棄物
33 努 B 1 B 
下遠た農y野業tの島自然をいかし
生活i、ひつようだから 飲料Z主
34 女 A I A ホッ(プ教の科ペ婆ー)ジ 生産
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How Pupils Make Sense of What They Learn from Living Environment Studies: 
An approach to explore the meaning of living environment s凶dies
through pupil's own words and the Photo Projective Method 
Daisuke MURAI 
This paper recommends an approach to clarify how pupils make sense out of what 
they learn from living environment studies. Living environment studies aim to help 
pupils become aware of their own lives and use the results of their learning in daily 
living. So it is necessary to clarify what learners themselves think about what they learn 
from living environment siudies. Therefore， we recommend an approach to explore the 
meaning of living environment studies through pupil's own words and the Photo 
Projective Method. 
We administered a questionnaire to 55 fifth graders in Tono City， Iwate Prefecture， 
asking them to rank what they believed to be the most important issues learned from 
living environment studies and from their third and fourth grade social studies c1asses. 
We also asked them to take photos that c10sely related to their learning. 
The results showed that the parts of the learning content that pupils think are 
important and the reasons for their opinions are wide-ranging. The compr叶lenslve
descriptions in the questionnaire and the photos taken by pupils indicated that pupils 
gained awareness of various issues in their community through living environment 
studies. That awareness was incorporated into part of their perspective when living in a 
community. It grew into a bud of social recognition that was fostered in social studies， 
and a bud of natural recognition that was fostered in science c1asses. 
As the above account suggests， an approach through a pupil's own words and the 
Photo Projective Method wil help teachers to understand how pupils make sense out of 
what they learn from living environment studies. 
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